
新
た
な
国
難

新
た
な
国
難
　
コ
ロ
ナ
と
共
存
の
時
代

コ
ロ
ナ
と
共
存
の
時
代
　
、
　
、

＝
就
任
ご
あ
い
さ
つ
＝

＝
就
任
ご
あ
い
さ
つ
＝

　

今
、
私
た
ち
は
、　

コ
ロ
ナ
と
の

共
存　

と
い
う
、
未
知
の
困
難
な
時

代
を
ど
う
生
き
る
か
、
誰
も
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
新
た
な
国
難
に
遭
遇

し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
へ

の
備
え
や
、
国
家
財
政
の
悪
化
へ
の

危
惧
な
ど
、
今
後
の
地
方
自
治
体
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
私
た
ち
の
想
像

を
超
え
て
、
厳
し
さ
と
難
し
さ
の

度
を
増
す
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
に
は
、
厳
し

い
積
丹
半
島
最
先
端
の
立
地
で
育

ん
で
き
た
漁
業
・
農
業
・
商
工
観

光
業
や
、
今
、
改
め
て
そ
の
価
値

が
評
価
さ
れ
つ
つ
あ
る
農
山
漁
村

の
か
け
が
え
の
な
い
地
方
創
生
の

資
源
や
財
産
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
12
年
間
、
町
の
財

政
の
建
直
し
の
険
し
い
道
の
り

を
、
町
民
と
議
会
と
行
政
が
共
に

力
を
合
わ
せ
て
き
た
、
貴
重
な
経

験
と
努
力
の
足
跡
の
歴
史
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
新
た
な
国
難
の
時
代

を
迎
え
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
自

己
決
定
・
自
己
責
任
と
い
う
地

方
分
権
時
代
の
不
偏
の
基
本
理

念
を
大
切
に
、
国
・
道
の
機
関

や
道
内
外
の
積
丹
応
援
団
な

ど
、
本
町
の
対
外
的
な
信
頼
関

係
の
一
層
の
構
築
に
努
め
、
全

道
１
７
９
市
町
村
の
一
員
と
し

て
の
使
命
と
信
頼
を
担
い
、
町

民
と
議
会
と
行
政
が
共
に
力
を

合
わ
せ
、
心
を
一
つ
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
引
き
続
き
ま
ち
づ
く

り
の
土
台
と
な
る
「
町
を
愛
す

る
心
を
忘
れ
な
い
。」そ
し
て
「
町

民
と
の
行
政
情
報
の
共
有
」
と
、

「
行
政
と
町
民
が
共
に
考
え
共
に

行
動
す
る
『
協
働
』
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
基
本
に
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
英
知
を
お
借
り
し
、
職

員
と
と
も
に
、
今こ

ん
に
ち日

の
厳
し
く

困
難
な
時
代
を
町
ぐ
る
み
で
乗

り
越
え
、
多
く
の
懸
案
課
題
の

一
つ
ひ
と
つ
の
克
服
に
、
初
心

を
忘
れ
ず
、
弛た

ゆ

ま
ぬ
努
力
を
傾

け
て
い
く
決
意
で
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

1 みんなで創る1 みんなで創る『健全な財政』『健全な財政』

2みんなで考える2みんなで考える『産業おこし』『産業おこし』

3みんなで支え合う3みんなで支え合う『福祉』『福祉』

4みんなで守る4みんなで守る『快適な生活』『快適な生活』

5みんなで育む5みんなで育む『教育と文化』『教育と文化』

松井町政「５つの目標」松井町政「５つの目標」

道立釧路商業高校卒。道立水産業協同組合講習所

修了。昭和42年積丹町役場入庁。企画振興室長、

議会事務局長、歳入課長、教育委員会教育次長を

経て平成 16年助役（副町長）就任。平成 20年

第８代積丹町長就任。積丹町（旧余別村）出身。

72歳。

【プロフィル】まつい・ひでき

　
任
期
満
了
に
伴
う
積
丹
町
長
選
挙
が
６

　
任
期
満
了
に
伴
う
積
丹
町
長
選
挙
が
６

月月
２２
日
に
告
示
さ
れ
、
無
投
票
で
現
職
の

日
に
告
示
さ
れ
、
無
投
票
で
現
職
の

松
井
秀
紀
氏
（

松
井
秀
紀
氏
（
7272
歳
）
が
４
度
目
の
当
選

歳
）
が
４
度
目
の
当
選

を
果
た
し
、
同
月
８
日
、
吉
田
町
選
管
委

を
果
た
し
、
同
月
８
日
、
吉
田
町
選
管
委

員
長
か
ら
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し

員
長
か
ら
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し

た
。
た
。
1616
日
に
は
役
場
職
員
の
出
迎
え
を
受

日
に
は
役
場
職
員
の
出
迎
え
を
受

け
て
初
登
庁
。
全
職
員
へ
就
任
の
あ
い
さ

け
て
初
登
庁
。
全
職
員
へ
就
任
の
あ
い
さ

つ
と
訓
示
が
行
わ
れ
、
厳
し
さ
を
増
す
今

つ
と
訓
示
が
行
わ
れ
、
厳
し
さ
を
増
す
今

後
の
自
治
体
運
営
へ
の
「
職
員
の
力
量
の

後
の
自
治
体
運
営
へ
の
「
職
員
の
力
量
の

発
揮
」
と
「
町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
努
力
」

発
揮
」
と
「
町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
努
力
」

へ
の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。
引
き
続
き
開

へ
の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。
引
き
続
き
開

か
れ
た
管
理
職
会
議
で
は
急
が
れ
る
事
務

か
れ
た
管
理
職
会
議
で
は
急
が
れ
る
事
務

事
業
と
、
懸
案
課
題
の
方
策
の
取
り
組
み

事
業
と
、
懸
案
課
題
の
方
策
の
取
り
組
み

へ
の
方
針
を
指
示
し
ま
し
た
。

へ
の
方
針
を
指
示
し
ま
し
た
。

　
翌
日
か
ら
は
、
管
内
市
町
村
・
関
係
機

　
翌
日
か
ら
は
、
管
内
市
町
村
・
関
係
機

関
へ
の
挨
拶
回
り
、

関
へ
の
挨
拶
回
り
、
3030
日
招
集
の
定
例
議

日
招
集
の
定
例
議

会
の
準
備
な
ど
、
多
忙
な
松
井
町
政
の
４

会
の
準
備
な
ど
、
多
忙
な
松
井
町
政
の
４

期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

松
井
町
政
４
期
目
ス
タ
ー
ト
！

松
井
町
政
４
期
目
ス
タ
ー
ト
！

”

”

”

”

町
の
懸
案
課
題
の
克
服
に
向
か
っ
て

町
の
懸
案
課
題
の
克
服
に
向
か
っ
て

News議会ニュース

第５回町議会臨時会

令和２年第５回町議会臨時会

が６月 12 日に招集され、同日

閉会しました。

　そのあらましについてお知ら

せします。

議
案
第
１
号

　
令
和
２
年
度
積
丹
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス

緊

急

経

済

対

策

の
「

地

方

創

生

臨

時

交

付

金

」

３
，

６
４
１
万
２
千
円
を
財
源
と
し

た
６
事
業
の
経
費
の
ほ
か
、
「
海

岸
漂
着
物
等
地
域
対
策
推
進
事

業
補
助
金
」
２
８
０
万
円
、
「
過

疎
対
策
事
業
債
」
20
万
円
を
増

額
、「
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
」

２
２
０
万
５
千
円
な
ど
減
額
し
、

歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

29
億
４
，
６
５
３
万
５
千
円
に

す
る
も
の
。　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
原
案
可
決
）
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美
国
小
学
校
で
避
難
訓
練

　

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署
（
俵

谷
支
署
長
・
署
員
17
名
）
は
、
６
月

17
日
、
美
国
小
学
校
で
避
難
訓
練
及

び
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

避
難
訓
練
で
は
、
全
校
生
徒
が「
押

さ
な
い
、
走
ら
な
い
、
し
ゃ
べ
ら
な

い
、
戻
ら
な
い
」
の
『
お
・
は
・
し
・

も
』
を
し
っ
か
り
守
り
、
各
教
室
か

ら
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
避
難
を
し

ま
し
た
。

あ北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

更
な
る
技
術
向
上
へ
日
々
訓
練
！

更
な
る
技
術
向
上
へ
日
々
訓
練
！
№№
2727

　

消
火
訓
練
で
は
、
各
学
年
代
表
の

生
徒
と
先
生
が
訓
練
用
消
火
器
で
的

を
め
が
け
て
放
水
し
ま
し
た
。
火
事

が
起
き
た
時
は
、
火
事
が
あ
っ
た
こ

と
を
周
り
に
知
ら
せ
る
こ
と
、
初
期

消
火
が
と
て
も
大
事
で
す
が
、
自
分

の
身
の
危
険
を
感
じ
た
時
は
す
ぐ
に

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

同
支
署
で
は
、
消
火
器
体
験
や
防

災
教
習
・
救
命
講
習
な
ど
に
職
員
を

派
遣
を
し
ま
す
の
で
、
ご
遠
慮
な
く

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
防
団
員
を
募
集
し
ま
す
！

消
防
団
員
は
、
地
域
の
消
防
防

災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
各
自
の
仕

事
に
就
き
な
が
ら
、
「
自
分
た
ち
の

ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

精
神
を
も
っ
て
活
動
し
て
い
る
地
域

密
着
型
の
公
務
組
織
人
で
す
。

　

近
年
、
消
防
団
員
数
は
全
国
的
に

減
少
傾
向
に
あ
り
、
積
丹
町
に
お
い

て
も
定
数
１
１
０
名
に
対
し
実
員
が

94
名
と
定
員
割
れ
の
状
況
が
続
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
町
民
の
安
全
・
安

心
を
守
る
た
め
、
団
員
の
確
保
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

活
動
は
、
火
災
・
風
水
害
・
地

震
な
ど
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に

は
自
宅
や
職
場
か
ら
現
場
へ
駆
け

つ
け
、
消
火
活
動
、
救
助
活
動
、

避
難
誘
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

災
害
時
以
外
は
、消
防
出
初
式
、

総
合
演
習
、
春
・
秋
の
火
災
予
防

運
動
中
の
広
報
、
歳
末
警
戒
な
ど

へ
の
出
動
や
、
自
治
会
や
女
性
の

自
主
防
災
組
織
の
防
災
訓
練
指
導

な
ど
年
間
を
通
じ
て
様
々
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に

「
積
丹
消
防
団
」
へ
入
団
を
！

　積丹消防団第４分団長山野博行さん（日司町）に、「消防庁長官表彰永年勤続功労

賞」が授与されました。永年勤続功労賞は、勤務成績が優秀で、他の模範になると

認められる永年勤続消防団員に贈られます。

　山野分団長は、昭和 57 年から第一線で活躍され、令和２年４月１日からは日司第

４分団の分団長として豊富な知識と経験を生かし、地域の消防団活動のリーダーと

して貢献されています。今後の更なるご活躍を期待しています。

山山
や ま のや ま の

野野 博博
ひ ろ ゆ きひ ろ ゆ き

行行さんさん （日司町）（日司町） にに永年勤続功労賞永年勤続功労賞

▲山野 博行さん

▲消防団員の基本訓練

▲消火器を使った消火訓練

広報しゃこたん令和２年７月号
7


